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脱窒，金属酵素，超分子複合体  

 

微生物の嫌気呼吸の一種である脱窒は、4 つの連続した化学反応過程を別々の金属酵

素が働くことで窒素酸化物を窒素へと還元する反応であり、地球上の窒素循環の一部

を担っている（図 1）。細胞内では、このような連続した化学反応を効率よく進めるた

めに、複数の酵素が集まって「超分子複合体」を形成すると考えられている。脱窒においてもその存在

が示唆されているが（図２）、どのような構造をもち、どのような役割を果たすのかは明らかになってい

ない。そこで本研究では、脱窒酵素超分子複合体の構造を明らかにして、細胞内での効率的な脱窒機構

の解明を目指している。 

・本研究では、脱窒タンパク質超分子複合体の捕捉や構造解析に取り組んでいる。当

研究室の過去の研究では、脱窒反応において中心的役割を果たしている膜結合型一酸

化窒素還元酵素と亜硝酸還元酵素が相互作用することで、効率よく亜硝酸から一酸化

窒素、一酸化窒素から亜酸化窒素への連続した還元反応を行っていることを突き止め

ている。この結果は、他の脱窒酵素も超分子複合体を形成するなど協調的に機能していることを示唆す

る結果である。本研究の進展により、脱窒反応における酵素間の連携機構や、細胞内で効率的に反応を

進める仕組みの解明につながるだけでなく、超分子複合体の構造と機能との関係を理解する上でも重要

な知見が得られることが期待される。 

・本研究成果は、日本蛋白質科学会および日本生物物理学会など計 5回の学会において発表した。今後

も学会発表を通じて研究成果を広く発信し、議論を通じて研究をさらに発展させていく予定である。 

 

図 1：脱窒における化学反応過程 図 2：脱窒タンパク質超分子複合体のモデル 


